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理⼯系︓⾒えやすい壁

• 全分野、上位職になるに従い⼥性⽐率が下落
• 特に⽂系（⼈⽂科学・社会科学・教育・芸術）及び 薬学
学部⽣は過半数 → 上位職になるにつれ下降の⼀途
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90% 30% 19%
(73⼤学) (45⼤学) (175⼤学)

• 公⽴⼤・私⽴⼤の多くで
未実施、⼥性限定公募は
ほぼなし

• 未実施の理由は実⼒主義

国⽴⼤ 公⽴⼤ 私⽴⼤
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採⽤時に、業績や能⼒が同等と認められる場合に

は、積極的に⼥性を採⽤している。
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実⼒主義を徹底のためには、ポジティブ・アク

ションは有益ではない。

すでに⽬標となる⽐率を達成しているので、ポジ

ティブ・アクションの必要性がない。

取り組まない理由 TOP2取り組み内容 TOP2
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採⽤時のポジティブ・アクション



42% 10%14%
(72⼤学) (43⼤学) (177⼤学)

• 国⽴⼤でも低調
• 公⽴⼤・私⽴⼤はより低調
• 男⼥で昇進ペースに差が
ないと実⼒主義との回答が
多い
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男⼥で昇進ペースに差がないので、ポジティブ・アクションの必要性がない。

実⼒主義を徹底のためには、ポジティブ・アクションは有益ではない。

取り組まない理由 TOP2

昇進時のポジティブ・アクション
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• 研究者としてこれから研究を続けていく上での不安
• 全分野、上位職になるに従い⼥性⽐率が下落
• ⼤学のあげた未実施の理由は「差がない」「実⼒主義」と
の回答が多く、そもそも問題が認識されていない

• 講師・准教授、教授と進んでいけるのか不安

• アンコンシャスバイアスの払拭に対する期待
• 性別によって、採⽤・昇進やパーマネントポストの獲得の機会
から排除されない

• ポジティブ・アクションに対する期待
• ⼥性研究者に「期待している」「居場所はある」という
メッセージ

• 研究者として活躍する機会

若⼿研究者︓安定的なポストの獲得に向けて


